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中
林
義
男
さ
ん
（
田
川
町
２
丁
目
・
68

歳
／
左
）
と
幸
子
さ
ん
（
69
歳
）

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
十
日
町
で
開
催
さ
れ

る
な
ん
て

め
っ
た
に

あ
る
こ
と

じ
ゃ
な
い

の
で
見
に

来

ま

し

た
。
息
子

が
高
校
生

の
と
き
に

陸
上
で
イ

ン
タ
ー
ハ

イ
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
応

援
に
行
け
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で

見
て
み
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し

た
。
近
所
の
子
も
ク
ロ
カ
ン
を
や
っ
て
い

て
ス
キ
ー
に
は
関
心
が
あ
り
ま
し
た
が
、

昔
と
違
っ
て
み
ん
な
体
格
も
い
い
し
、
や

っ
ぱ
り
全
国
レ
ベ
ル
だ
と
ス
ピ
ー
ド
も
早

く
て
、
コ
ー
ナ
ー
の
滑
り
な
ど
も
上
手
で

す
ね
。

競
技
会
補
助
員

関
口
紘
美
さ
ん
（
十
日
町
高
校
３
年
）

進
路
が
決
ま
っ
た
の
で
、
高
校
の
先
生

全国各地の高校ののぼり旗がはためく中、選手たちは大声援を受けながら
コースを駆け上って行きました

の
勧
め
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
や

っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
や

グ
ッ
ズ
の
販
売

な
ど
が
主
な
仕

事
で
す
。
こ
れ

ま
で
ク
ロ
カ
ン

は
ク
ラ
シ
カ
ル
と
フ
リ
ー
の
区
別
も
つ
か

な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
初
め
て
目
の
前
で

観
戦
し
て
、
選
手
の
走
る
姿
か
ら
頑
張
る

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
て
感
動
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
、
十
日
町
高

校
や
地
元
の
選
手
を
一
生
懸
命
応
援
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（
２
月
３
日
）

小
泉
国
体
部
会
会
長

馬
場
隆
広
さ
ん
（
小
泉
・
40
歳
）

中
越
大
震
災
で
全
国
か
ら
い
ろ
ん
な
支

援
を
受
け
た
の
で
、
そ
の
恩
返
し
も
込
め

て
無
料
と
ん
汁
を
毎
日
５
０
０
食
用
意
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
食
べ
物
や
飲

物
、
衣
類
か
ら
記
念
グ
ッ
ズ
ま
で
６
種
類

の
屋
台
と
休
憩
所
を
設
け
て
全
国
か
ら
の

お
客
さ
ん
を
迎
え
ま
し
た
。
「
あ
っ
た
か

い
」「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
く
れ
て
う
れ

し
い
で
す
ね
。
震
災
復
興
基
金
も
有
効
に

平成19年度全国高等学校総合体育大会
第57回全国高等学校スキー大会　

インターハイようこそ！�
県勢・十日町勢大活躍！

２
月
２
日
G
か
ら
６
日
D
に
か
け
て
、
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
・
苗
場
ス
キ
ー

場
な
ど
を
会
場
に
平
成
19
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第
57
回
全
国
高
等
学
校
ス

キ
ー
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
女
子
５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
で
本
山
育
未

選
手
が
優
勝
（
表
紙
）
し
た
ほ
か
、
新
潟
県
勢
・
十
日
町
勢
は
、
女
子
10
㎞
フ
リ
ー
で
入
賞

者
10
人
の
う
ち
６
人
を
占
め
る
な
ど
大
活
躍
。（
２
月
４
日
B
現
在
／
Ｐ
４
参
照
）

初
め
て
地
元
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
、
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
市
民
や

地
元
吉
田
地
区
の
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
大
会
を
盛
り
上
げ
、
運
営
を
支
え
ま
し
た
。
そ

の
概
要
を
、
２
回
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

私
は
こ
れ
で

活
用
で
き
て
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

運
営
は
す
べ
て
小
泉
集
落
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
行
い
ま
し
た
。
部
会
員

は
20
代
か
ら
60
代
ま
で
男
女
と
り
ま
ぜ
て

約
60
人
で
す
。
青
年
会
は
も
ち
ろ
ん
、
婦

人
会
、
嫁
会
な
ど
集
落
の
ほ
と
ん
ど
の
団

体
か
ら
か
か
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

去
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
終
わ
っ
た
こ
ろ

「
次
は
お
ら
ほ
だ
」
と
声
を
か
け
合
っ
て

構
想
を
練
り
始
め
、
９
月
か
ら
本
格
的
に

準
備
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
屋
台
の
運
営
も
そ
う
で
す
が
、
一

番
大
き
な
収
穫
は
、
集
落
全
体
の
つ
な
が

り
が
強
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
集
会
の
場
で

も
い
ろ
ん
な
話
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

若
い
人
の
意
見
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
と
お
し

て
ム
ラ
に
活
気
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
来

年
の
国
体
で
は
、
も
っ
と
盛
り
上
が
り
た

い
で
す
ね
（
笑
）。

最初の登り坂でのデッドヒート
手前は宮沢大志選手（十日町高１年） 女子10㎞フリーでトップとわずか1.2秒

差の２位になった宮尾彩子選手の力走

すべて十日町地域の高校と出身者（十日町市と津南町）で占められた新潟
県勢の入賞者（女子10㎞フリー）。左から瀧澤三咲子（十日町高３年）、藤
ノ木美代子（小出高３年）、本山育未（小出高２年）、宮尾彩子（十日町総合
高２年）、恩田紫央里（十日町総合高３年）、中島由貴（十日町総合高２年）

陸上自衛隊第12旅団音楽隊27人による表彰
式の得賞歌吹奏。スタートのファンファーレ
やステージ演奏などでも観客を魅了しました

中越大震災で寄せられた支援に感謝し、全国から訪れる人たちを歓迎しよ
うと屋台村の前に張られた横断幕と地域のボランティアの皆さん 田口市長も表彰者として参加（右）



市報とおかまち『だんだん』平成20年2月10日号5 市報とおかまち『だんだん』平成20年2月10日号 4

第
45
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
１
日
F
〜
４
日
B
石
川
県
白
山
市
）

第
57
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
２
月
２
日
G
〜
６
日
D
新
潟
県
十
日
町
市
・
湯
沢
町
）

▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

高
橋
渉
、
緒
方
恭
介
、
半
戸
健
太
、
佐
野
隆
之
、
恩
田
紫
央
里
、
中
島
由
貴
、
宮
尾

彩
子
（
以
上
十
日
町
総
合
高
）、
金
澤
郁
馬
、
齋
木
裕
、
中
嶋
崇
仁
、
宮
沢
大
志
、
柳

裕
輝
、
児
玉
翔
平
、
小
林
祐
佳
、
瀧
澤
三
咲
子
、
桑
原
麻
里
、
保
坂
美
紀
、
大
平
芽

生
（
以
上
十
日
町
高
）、
春
日
奈
央
（
松
代
高
）、
本
山
育
未
（
小
出
高
　
松
之
山
中
出
）

▼
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

阿
部
英
里
香
（
十
日
町
総
合
高
）、
高
橋
連
、
相
沢
朋
宏
、
高
橋
亜
季
（
以
上
安
塚
高

松
之
山
分
校
）、
相
澤
里
奈
（
八
海
高
　
松
代
中
出
）

１月28日B、十日町保健センターで平成19年度冬季各種全国大会出場選手報告及び激励

壮行会が開催されました。会場には中・高生を中心に30人の選手が出席。所属校の先生に

よる選手紹介の後、各大会の代表者がそれぞれ全国大会に向けての決意表明を行いました。

十日町総合高校の高橋渉選手は、「これまで支えてくれた人に恩返しをするためにも、入賞

を目指し一丸となって頑張りたい」と意気込みを語りました。

出場大会と選手名・所属は次のとおりです。（敬称略）

▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

遠
藤
夏
樹
、
遠
田
泰
（
以
上
南
中
）、
小
林
洋
介
、
長
谷
川
悠
（
以
上
下
条
中
）、
春

日
菖
吾
、
春
日
勇
輝
、
野
上
茉
弥
、
齋
木
麻
利
奈
（
以
上
吉
田
中
）、
鈴
木
健
太
（
中

里
中
）、
佐
藤
友
樹
（
松
代
中
）、
高
橋
雄
也
（
松
之
山
中
）

▼
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

本
間
愛
（
南
中
）

第
10
回
全
国
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー

（
３
月
22
日
G
〜
23
日
A
大
阪
府
吹
田
市
）

スキー王国�十日町Zスキー王国�十日町Z

全国大会で十日町勢が大健闘！
第57回全国高等学校スキー大会をはじめ、各地で開催されたスキーの全国大会で十日町勢が大活躍しました。

各大会の入賞者をお知らせします。（敬称略）※編集の都合上、２月４日Bまでに行われた競技の結果のみ掲

載しています。２月５日C以降の競技結果は次号でお知らせします

全国大会に47選手が出場Z全国大会に47選手が出場Z全国大会に47選手が出場Z

全中女子
クラシカル優勝！

野 上 茉 弥 選手
（吉田中）

リレー男女　アベック優勝！

新潟県男子リレーチーム
１走：佐藤友樹選手（松代中）、
４走：小林洋介選手（下条中）

新潟県女子リレーチーム
１走：野上茉弥選手、
２走：齋木麻利奈選手

本 山 育 未 選手
（小出高 松之山中出）

春
日
耀
介
、
庭
野
慎
吾
、
丸
山
陽
平
、
柳
暁
人
、
酒
井
梨
奈
、
斉
木
愛
里
沙
、
小
堺

加
菜
、
児
玉
美
希
（
以
上
十
日
町
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
）

インターハイ
女子クラシカル優勝！

宮 尾 彩 子 選手
（十日町総合高）

女子フリー準優勝！

走に佐藤友樹選手（松代中２年）、アンカーに小林

洋介選手（下条中３年）、女子（４×３㎞）の１走

に野上選手、２走に齋木麻利奈選手（同中２年）が

出場し、新潟県チームは見事男女アベック優勝、女

子チームは８連覇の快挙となりました。

第45回全国中学校

スキー大会で、野上茉

弥選手（吉田中３年）

が女子３㎞クラシカル

で見事優勝に輝きまし

た。また、リレーでは、

男子（４×５㎞）の１

女子クラシカル優勝の
本山選手

第57回全国高等学校スキー大会

女子５㎞クラシカルで、本山育未

選手（小出高２年　松之山中出）

が見事優勝を果たしました。本山

選手は、「感謝でいっぱいです。

応援、ワックス、仲間、県全体の

サポートがみんなうまくいった感

じ。結果を考えず思いっきり滑り

ました。ゴール直後、電光掲示板

を見て涙があふれました」と話し

ました。また、女子10㎞フリーで

は、宮尾彩子選手（十日町総合高

２年）が見事準優勝しました。宮

尾選手は、「自分の走りが出来ず、

レースだけでなく自分にも負けて

悔しいです。これも実力のうち。

皆さんの声援がとてもうれしかっ

たです」と話しました。

女
子
ク
ラ
シ
カ
ル
優
勝
の

野
上
選
手

※入賞者（10位以内）、○の中の数字は順位

【第45回全国中学校スキー大会】（２月１日F～４日B石川県白山市）

▼女子３㎞フリー＝④齋木麻利奈（吉田中２年）⑨長谷川悠（下条中３年）▼男子５㎞フリー＝④小林洋介（下条中

３年）▼女子３㎞クラシカル＝①野上茉弥（吉田中３年）▼男子５㎞クラシカル＝⑥春日菖吾（吉田中３年）▼女子

４×３㎞リレー＝①新潟県（１走：野上茉弥、２走：齋木麻利奈）

【第57回全国高等学校スキー大会】（２月２日G～６日D十日町市、湯沢町）

▼女子10㎞フリー＝②宮尾彩子（十日町総合高２年）④本山育未（小出高２年　松之山中出）⑦瀧澤三咲子（十日町

高３年）⑧恩田紫央里（十日町総合高３年）⑩中島由貴（十日町総合高２年）▼女子５㎞クラシカル＝①本山育未

⑨中島由貴

【第81回全日本学生スキー選手権大会】（１月11日F～17日E妙高市）

▼女子１部10㎞フリー＝③小林美貴（日本大　下条中出）④丸山智恵（日本大　吉田中出）⑨関谷有希（日本大　松

代中出）▼男子１部30㎞フリー＝⑥井川純一（日本大　下条中出）▼女子１部５㎞クラシカル＝②丸山智恵▼男子１

部10㎞クラシカル＝⑤井川純一▼女子１部1.3㎞フリースプリント＝⑦関谷有希▼女子１部３×５㎞リレー＝②日本大

（２走：小林美貴、３走：丸山智恵）▼男子１部４×10㎞リレー＝③日本大（２走：井川純一）

▼
60
ｍ
ハ
ー
ド
ル

村
山
未
有
（
十
日
町
高
）

▼
走
り
高
跳
び

小
島
亮
（
十
日
町
高
）

２
０
０
８
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
室
内
陸
上
競
技
・
大
阪
大
会

（
２
月
11
日
B
大
阪
府
大
阪
市
）

女子フリー準優勝の
宮尾選手
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南地域協議会

9

中里地域協議会

10月24日d、中里総合センターを会場に、「地域づ

くりは産業振興と安心生活から」をテーマにまち・む

らトークが開催されました。住民など約70人が参加

し、活発な意見交換が行われました。

市長トークでは、ミオンなかさとリニューアル計画

や少子化に伴う清津峡小学校の田沢小学校への統合

（平成21年度）、自立と協働のまちづくりの必要性、市

が現在取り組んでいる主要プロジェクトなどについて

説明があったほか、中里産のコシヒカリを天皇陛下に

献上したことの報告もありました。

その後のテーマトークでは、①地域産業における雇

用と集落維持②小松原畑団地の耕作者対策・地産地消

の推進・高速通信網の整備③障がい者グループホーム

などの整備④定期バス運行時刻・国道353バイパス推

進・奨学金制度などについて質問や提案をしました。

自由トークでは、商店街への支援やミオンプールの

有効活用、体育館整備などの意見交換も行われました。

協議会では、来年度も多くの皆さんが気軽に参加で

きるように工夫していきたいと考えています。

10月27日g、地域活性化推進に向けて地域協議会・

なかさと夢ネット（地域づくり団体）が長野県へ合同

視察研修に行ってきました。

●長野県栄村「㈲田舎工房」：地域伝統食「あんぼ」

「みみだんご」特産化への取り組み

●長野県中野市「豊田農産物加工施設利用組合」：地

域農産物を活用した「林檎パイ」「手づくりみそ」「お

やき」特産化への取り組み

〈視察参加委員の感想〉

地元農産物を生かした特産品づくりは、苦労の割に

はもうからないように感じましたが、そこに携わる人

が生き生き

としていた

のがとても

印象的で、

とても勉強

になりまし

た。

◆◆◆まち・むらトーク開催◆◆◆

11月６日c、「みんなで創ろう よりよきふるさと よ

きまちを！」をテーマにまち・むらトークが川治公民館

を会場に開催され、住民など約110人が参加しました。

テーマトークでは、①十日町病院の改築・移転の見

通しと市道高山―水沢線（仮称）のルートや工事の時

期②地域情報化施策の投資効果と地域振興・まちづく

りの具体的な取り組みについて、２人から提案があり

ました。

また、自由トークでは、交通安全対策や除雪費の一

部住民負担見直し、農業振興や都市計画税の実態、高

規格道路の見通しなど身近な問題について４人から提

案・質問が出

され、熱心な

議論が交わさ

れました。

◆◆◆まち・むらトークに多数参加◆◆◆

今年度の「まちづくり活動費助成事業」は次の３件

を審査採択しました。

①第28回妻有街道歩け歩け大会（六箇地区体協）

②雪国「里山自然

公園」整備事業

（こんぱすの会）

③川治クロスカン

トリーコース整

備事業（川治Ｘ

Ｃ）

◆◆◆「まちづくり活動費助成事業」に３件採択◆◆◆

◆◆◆「南地域協議会だより」を発行◆◆◆

◆◆◆先進地視察報告◆◆◆

南地域協議会の役割・活動内容を、地域の皆さんか

ら知ってもらい、また提言・要望を寄せてもらうため、

「十日町南地域協議会だより」を地域内に配布してい

ます。今後も地域内でまちづくり活動をしている団体

の紹介や地域協議会活動の報告を中心に、随時発行す

る予定です。

■問合せ　総合政策課自治振興係（1757-3193） 十日町地域の各公民館　各支所地域振興課自治振興係

中
条
小
学
校
（
久
保
田
　
均
校
長
）

永
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
活
動
に
取
り

組
ん
で
き
た
功
績
で
、
中
条
小
学
校
が
交

通
安
全
優
良
学
校
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
校
は
、
毎
年
実
施
さ
れ
る
交
通
安
全

の
集
い
に
校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
と

し
て
提
供
し
、
地
域
の
交
通
事
故
防
止
活

動
に
協
力
。
ま
た
、
同
地
区
の
交
通
安
全

自
治
会
や
青
少
年
育
成
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
て
毎
年
春
に
自
転
車
教
室
を
開
催
し

て
い
る
ほ
か
、
定
期
的
に
交
通
安
全
指
導

の
た
め
の
朝
会
や
学
級
指
導
を
行
う
な
ど
、

児
童
へ
の
交
通
安
全
教
育
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

６
年
生
の
佐
藤
菜
月
さ
ん
は
、「
登
校
班

長
を
し
て
い
て
、
班
の
み
ん
な
を
並
ば
せ

た
り
注
意
し
た
り
し
て
交
通
安
全
に
は
気

を
付
け
て
い
る
の
で
、
表
彰
さ
れ
て
う
れ

し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

久
保
田
校
長
は
、「
地
域
を
挙
げ
て
の
永
年

の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
表
彰

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
連

携
し
な
が
ら
、
児
童
が
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
」
と
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

丸
山
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
か
ら
42
年
間

に
わ
た
り
食
品
衛
生
指
導
員
と
し
て
食
品

衛
生
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
功
績

に
よ
り
表
彰
。「
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
に
よ
る

食
中
毒
が
昨
年
１
件
も
な
か
っ
た
の
が
う

れ
し
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

日
本
食
品
衛
生

協
会
理
事
長
表
彰

小
島
さ
ん
は
、
昭
和
60
年
か
ら
22
年
間

に
わ
た
り
食
品
衛
生
指
導
員
と
し
て
食
品

衛
生
行
政
や
地
域
の
食
品
衛
生
の
向
上
に

貢
献
し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

（
食
品
衛
生
功
労
）

県
知
事
表
彰

永
年
に
わ
た
り
安
全
運
転
管
理
者
と
し

て
事
故
防
止
に
従
事
し
て
き
た
功
績
で
、

吉
楽
正
雄
さ
ん
が
交
通
栄
誉
章
・
緑
十
字

銀
章
に
輝
き
ま
し
た
。

吉
楽
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
の
40
年
の
間
、
安
全
運
転
管
理

者
と
し
て
事
故
防
止
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
昭
和
57
年
か
ら
は
十
日
町
地
区
安
全

運
転
管
理
者
部
会
役
員
に
就
任
し
、
地
域

全
体
の
事
故
防
止
活
動
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
自
社
に
お
い
て
も
、
事
故
防

止
朝
礼
の
推
進
と
徹
底
し
た
安
全
指
導
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

吉
楽
さ
ん
は
、「
運
転
は
心
と
時
間
に
余

裕
を
持
つ
こ
と
が
大
切
。
そ
れ
が
無
事
故

に
つ
な
が
る
と
指
導
し
て
い
ま
す
。
会
社

で
は
毎
年
７
月
と
11
月
に
従
業
員
の
家
族

に
手
紙
を
送
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
事
故
防

止
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
生

か
し
て
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
た
て
れ
ば
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 吉 楽 正 雄さん

（神社町・66歳）

警
察
庁
長
官
表
彰

丸 山 明さん
（上野・65歳）

小 島 正 人さん
（犬伏・57歳）

県
知
事
表
彰

日
本
食
品
衛
生

協
会
理
事
長
表
彰

警
察
庁
長
官
表
彰

全
日
本
交
通
安

全
協
会
長
表
彰

全
日
本
交
通
安

全
協
会
長
表
彰

（財）（財）

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
永
年
に
わ
た
り
活
躍
・
貢
献
し
た

皆
さ
ん
が
国
・
県
な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
晴
れ
の

栄
誉
に
輝
い
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
交
通
栄
誉
章
）

（
交
通
安
全
優
良
学
校
）

こんぱすの会の皆さん

視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景視察風景

（社）（社）
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Ｑ．保険証は新しくなるのですか？

４月１日から後期高齢者医療制度の対象となる人

は、保険証が新しくなります。新しい保険証（薄藤色）

は、３月下旬に市役所から送付されます。新しい保険

証は、４月１日から使用してください。また、４月以

降に75歳になる人は、誕生日前日までに送付されま

す。交付申請手続きは不要です。

○加入者１人に１枚の保険証が送付されます（減額認定

証は、保険証と合わせて対象者だけに送付します）。

○特定疾病療養受療証については、別途対象者に送付

します。

○保険証の有効期間は、毎年７月31日まで（１年間）

です。制度開始の平成20年度のみ、４月１日から

７月31日の４か月間となります。

○保険証の記載内容に間違いがあったり、保険証を紛

失したりした場合には市役所窓口に届け出てくださ

い。

○他人との貸し借りは絶対にしないでください。法律

により罰せられます。

○加入者が亡くなったり、住所を移したりした場合は、

市役所窓口に届け出てください。

シリーズ №7 保険証について

「後期高齢者医療制度」 介護国保課
国保係

1757-3735

問合せ
平成20年

4月から

Ｑ．後期高齢者医療制度に加入すると、医療機関窓口に提示するものは変わりますか？

平成20年４月１日～７月31日…現在の自己負担割合を引き継ぎます。

平成20年８月１日～…現役並み所得者（自己負担割合が３割）の判定については、下記

の基準のとおりです。

判定の結果、負担割合が１割から３割に上がる人は、平成22年７月31日まで窓口での自

己負担限度額（月額）を「一般」並み（外来12,000円、入院44,400円）に据え置きます。

窓口での

自己負担割合の

判定について

《窓口での自己負担割合が３割となる人（現役並み所得者）の判定基準》

同一世帯の後期高齢者医療制度の加入者のなかに住民税課税所得145万円以上の所得者がいる人で、

かつ下記に該当する人

●同一世帯に後期高齢者医療制度の加入者が１人の場合：その人の収入合計金額が383万円以上

●同一世帯に後期高齢者医療制度の加入者が複数いる場合：加入者全員の収入合計金額が520万円以上

○現在使用している保険証は使えなくなり、老人保健

法医療受給者証（白色）は廃止されます。

○保険証には、医療機関にかかるときの自己負担割合

（１割または３割）が記載されています。

入院や通常の転出をする場合は、保険証の取り扱いは下記のとおりとなります。

≪ケース１≫

入院などのため
県内の他市町村の施設に
住所を移した場合

住民票の異動に伴い、

新しい市町村の窓口で保

険証の発行など必要な手

続きを行ってください。

≪ケース２≫

入院などのため
県外の施設に住所を移した場合

県外の施設に転出する場合

は、住所地特例制度により前住

所地の広域連合の加入者資格を

引き継ぐので、保険証は転出前

の市町村が作成します。

≪ケース３≫

通常の転居の場合

県内および県外への通常の転居は、新

たに居住する市町村の窓口で保険証の発

行など必要な手続きを行ってください。

なお、県外へ転居する場合は、他県広

域連合の運営する後期高齢者医療制度に

加入することになりますので、保険料も

変更になります。

Ｑ．住所を移した場合、保険証はそのまま使えますか？

３月31日までは、現在の保険証や老人保健法医療受給者証を使用し、４月１日以降は後期高齢者医療制度の保

険証を使用します。

【国民健康保険加入者】

不要になった保険証や老人保健法医療受給者証は４月１日以降に細かく裁断するなどして破棄してください。

【社会保険加入者】

加入している保険によって保険証の取り扱いが異なるので、保険者の指示に従ってください。

Ｑ．不要になった国保証や老人保健法医療受給者証はどうすればいいの？

○応募資格 市内に住所を有する満40歳以上（介護

保険被保険者）の人で、介護保険に関心があり、１

年間に４回程度開催される委員会に出席可能な人。

○募集人員 ５人

○委嘱期間 平成20年４月１日～23年３月31日まで

（３年間）

○委員報酬 委員会１回につき5,500円

○応募方法 所定の応募用紙（本庁介護国保課、各支

所支所市民生活課に配置）と「介護保険に関して、

日ごろ考えていること」を400字程度にまとめた作

文を提出してください。

○選考方法 書類審査

※結果は、３月上旬に応募者全員に通知します。

○応募・問合せ

〒948-8501 十日町市千歳町３－３　介護国保課

介護保険係　1757―3735（内線160）

十日町市介護保険運営協議会は、介護保険の運営などをについて審議する機関で、今回は委員15人

の内５人を公募します。

十日町市介護保険運営協議会の
委員を募集します

十日町市介護保険運営協議会の
委員を募集します

◆意見の募集期間：～２月25日b（必着）

◆資料の閲覧場所：本庁総合政策課・各支所地域振興課、

公民館、情報館、分庁舎、市ホームページ

◆意見の提出方法：

①郵便　〒948-8501 十日町市

千歳町3-3 総合政策課

②ＦＡＸ　752-4635

③電子メール　th-sogo@city.

tokamachi.niigata.jp

◆問合せ：総合政策課自治振興係 1757-3193（内線235）

市では、平成20年度を計画初年度とする「十日町市男

女共同参画基本計画」の試案をまとめました。昨年4月に

「男女共同参画に関する市民意識調査」を実施し、その集

計結果を、15人の市民で構成する十日町市男女共同参画

推進委員会の委員と市職員が分析し、現状と課題を拾い出

し施策につなげたものです。この計画について、広く市民

の皆さんから意見を募集します。

十
日
町
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
案
）の

十
日
町
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
（
案
）の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

◆意見の募集期間：～２月25日b（必着）

◆資料の閲覧場所：スポーツ振興課、本庁総務

課・各支所、公民館、情報館、分庁舎、市ホ

ームページ

◆意見の提出方法：

①郵便　〒948-0072 十日町市西本町１丁目

十日町市総合体育館内　スポーツ振興課

②ＦＡＸ　752-4375

③電子メール　th-edu-sports@city.

tokamachi.niigata.jp

◆問合せ：スポーツ振興課　1752-4377

この計画は、昨年８月に市民アンケートを行

い、市民のスポーツに対する認識や実施状況を

把握したうえで、スポーツ振興審議会で審議して

素案を検討しているものです。この計画につい

て、広く市民の皆さんからの意見を募集します。

十
日
町
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
（
案
）の

十
日
町
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
（
案
）の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

お医者さんにかかるときは、新しい保険証１枚を

提示してください。（減額認定証、特定疾病療養受療証を

持っている人は、保険証といっしょに提示してくださ

い。）
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

を
手
に
出
発
。
拍
子
木
を
打
ち
鳴
ら
し
、

大
き
な
声
で
鳥
追
い
歌
を
歌
い
な
が
ら
集

落
内
を
練
り
歩
き
、
豊
作
を
願
う
伝
統
行

事
を
体
験
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
ど
ん
ど
焼
き
に
参
加
。
竹
切

り
や
ワ
ラ
運
び
、
飾
り
付
け
な
ど
を
手
伝

い
ま
し
た
。
午
前
10
時
、
集
落
の
厄
年
の

人
と
年
男
年
女
が
点
火
。
勢
い
よ
く
燃
え

上
が
る
炎
と
青
竹
が
破
裂
す
る
音
に
会
場

か
ら
は
歓
声
が
上
が

り
、
ど
ん
ど
焼
き
は
最

高
潮
に
。
ふ
る
ま
わ
れ

た
お
神み

酒き

や
甘
酒
で
体

を
温
め
た
り
、
ス
ル
メ

を
焼
い
て
食
べ
た
り
し

た
ほ
か
、
お
楽
し
み
福

引
き
や
ミ
カ
ン
拾
い
に

も
参
加
し
ま
し
た
。

１
泊
２
日
と
い
う
短

い
時
間
で
し
た
が
、
ツ

ア
ー
参
加
者
は
豪
雪
地

の
小
正
月
行
事
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

１
月
13
日
a
・
14
日
（
成
人
の
日
）
の

２
日
間
、
小
谷
に
あ
る
三
省
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
で
「
雪
国
の
正
月
を
遊
ぶ
・

冬
の
集
落
小
正
月
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
、

関
東
方
面
な
ど
か
ら
９
組
24
人
の
親
子
が

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大

地
の
芸
術
祭
冬
季
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
で
、

豪
雪
地
の
暮
ら
し
に
深
く
結
び
つ
い
た
冬

の
文
化
や
集
落
の
祭
り
を
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
大
地
の
芸
術
祭

実
行
委
員
会
が
主
催
し

た
も
の
で
す
。

初
日
に
は
も
ち
つ
き

や
し
め
縄
づ
く
り
の
ほ

か
、
今
回
の
ツ
ア
ー
の

た
め
に
15
年
ぶ
り
に
復

活
し
た
鳥
追
い
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
事
前
に
鳥

追
い
の
話
を
聞
き
、
鳥

追
い
歌
を
練
習
し
た

後
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
ス
ゲ

帽
子
姿
で
ち
ょ
う
ち
ん

■千手ほんやら村（千手地区）

●日時 ３月２日a

午前10時～午後３時

●会場 千手小学校グラウンド

●内容 雪上障害物レース、ピースto

ピース、宝探し、抽選会など

■上野ほんやら村（上野地区）

●日時 ３月１日g

午後２時～８時

●会場 上野小学校グラウンド

●内容 雪のわいさこき、雪のごっつ

お村、雪の火まつりなど

■橘ほんやら村（橘地区）

●日時 ３月１日g～２日a

１日正午～翌日午後２時

●会場

三箇地区…取安神社境内

木落地区…木落ミニライスセンター

周辺

野口地区…野口集落センター脇広場

仁田地区…おかめ様前周辺広場

塩辛地区…塩辛集落センター周辺

●内容 子供レクリエーション、すべ

り台、もちつき、テント屋台など

※各会場によって開催時間と内容が異

なります。

■仙田ほんやら村（仙田地区）

●日時 ３月１日g

午後４時～８時

●会場

仙田地区…仙田体験交流館周辺

白倉地区…十日町農協白倉店付近

●内容 キャンドルアート、テント屋

台など

冬
の
集
落
小
正
月
ツ
ア
ー

鳥
追
い
・
ど
ん
ど
焼
き
行
事
を
楽
し
む

人が元気
・

　自然が
元気・

　　地域
が元気

雪まつり
第22回

第
４
回
豪
雪
と
温
泉
の
松
之
山
全
国
俳

句
大
会
が
１
月
15
日
c
・
16
日
d
に
松
之

山
温
泉
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
48
人

の
俳
句
愛
好
者
が
参
加
し
ま
し
た
。ま
た
、

昨
年
秋
か
ら
募
集
し
て
い
た
兼
題
句
に
は

全
国
か
ら
１
１
８
人
４
３
０
句
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
初
日
は
松
之
山
温
泉
で
行
わ

れ
た
小
正
月
行
事
の
「
む
こ
投
げ
・
す
み

塗
り
」
を
吟
行
。
翌
日
は
ひ
な
の
宿
「
千

歳
」
で
句
会
が
開
催
さ
れ
、
兼
題
句
と
大

会
句
そ
れ
ぞ
れ
の
優
秀
句
の
表
彰
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
１
人
３
句
ず
つ
投
句
し
た
大

会
句
で
は
、
大
会
選
者
で
も
あ
る
小
川
公こ
う

巴は

さ
ん
（
本
町
４
）
が
最
高
得
票
と
な
り

ま
し
た
。
大
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
進
め
ら
れ
、
参
加
者
は
松
之
山
で
の
吟

行
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
む
こ
投
げ
・
す
み
塗
り
」
を
吟
行

松
之
山
全
国
俳
句
大
会
が
開
催

救命サポート事業所に認定証交付
特別養護老人ホーム不老閣と兎口自主防災会が

十日町地域メディカルコントロール（ＭＣ）協議

会の「ＡＥＤ救命サポート」事業所に認定され、

１月30日d、その交付式が行われました。ＡＥ

Ｄとは、心臓が血液を流すポンプ機能を失った状

態になったときに、電気ショックを与えて正常な

リズムに戻すための医療機器です。ＭＣ協議会で

は、応急手当の支援や機器の貸出などを目的に、

ＡＥＤを設置した事業所を救命サポートに認定。

この日はＭＣ協議会の高橋修一会長が各施設を訪

れ、交付証を手渡しました。

今回新たに２団体が追加されたことで、十日町

地域消防署管内の認定事業者数は43となり、松之

山ではこれまでにひなの宿「千歳」が認定されて

います。高橋会長は「安全安心のために、今後も

救命サポート

を広めていき

たい」と話し

ていました。

◆問合せ◆
かわにし雪まつり実行委員会
事務局（1768-4951）

る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
参
加
者
全
員
で
楽
し
く
会
食
し
、

頑
張
っ
た
と
こ
ろ
や
難
し
か
っ
た
と
こ
ろ

な
ど
を
話
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
の
味
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

１
月
25
日
f
、
仙
田
小
学
校
（
高
橋
雅

史
校
長
・
児
童
数
22
人
）
で
、
寒
九
の
ト

ロ
ロ
と
そ
ば
打
ち
体
験
活
動
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
『
「
再
発
見
！
仙
田
の
食
と

歴
史
」
仙
田
地
区
の
良
さ
や
特
長
を
新
し

い
視
点
で
も
う
一
度
見
つ
め
よ
う
！
』
と

い
う
総
合
学
習
の
一
環
で
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
。

こ
の
日
は
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
児
童
全
員
が
そ
ば

打
ち
体
験
を
し
た
後
、
５
・
６
年
生
が
と

ろ
ろ
作
り
を
し
ま
し
た
。
そ
ば
粉
に
使
わ

れ
た
そ
ば
は
、
５
・
６
年
生
が
８
月
の
種

ま
き
か
ら
11
月
の
収
穫
ま
で
丹
精
込
め
て

育
て
た
も
の
で
、
児
童
た
ち
は
試
食
で
き

寒九のトロロ
とは…

仙田地区に古くからあ

る言い伝えで、「寒の入り

から数えて九日目に自
じ

然
ねん

薯
じょ

で作ったとろろ汁を食

べると一年中健康でいら

れる」というものです。

白
銀
の
世
界
で
執
り
行
わ
れ
る
雪
上
結
婚
式
は
訪
れ

た
人
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ
せ
ま
す
。

●
日
　
時
‥
３
月
２
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
会
　
場
‥
仙
田
体
験
交
流
館
キ
ラ
リ

（
道
の
駅
瀬
替
え
の
郷
せ
ん
だ
）

●
問
合
せ
‥
仙
田
体
験
交
流
館
キ
ラ
リ

1
７
６
１
｜
２
０
０
８

かわにし雪まつりは、４つの
会場で趣向を凝らした温かいイ
ベントが行われます。メーン会
場は「千手ほんやら村」です。
どうぞお楽しみに！

第
６
回

キ
ラ
リ
☆
あ
い
あ
い
祭

ふ
る
さ
と
の
食
文
化
再
発
見
！

ふ
る
さ
と
の
食
文
化
再
発
見
！
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いつも元気なみづきちゃんはなかよしランドへ
行って遊ぶのが楽しみのひとつ。妹のせなちゃん
を可愛がってくれるやさしいお姉ちゃんは、ママ
といっしょにホットケーキを作るのが大好きです。

のもと　みづきちゃん　
平成17年9月27日生まれ　
本町6-1

野本　美月
ちゃん

岩田　幸己　
ちゃん

いつもはユンボが大好きだけど、今は除雪用のブルと
ロータリーに夢中なこうきちゃん。音がするとすぐに窓
までとんでいきます。もうすぐ妹が生まれるこうきちゃ
んは、お兄ちゃんになるのを楽しみにしています。

いわた　こうきちゃん　
平成17年3月7日生まれ　
四日町新田3

２
月
末
に
各
世
帯
に
「
各
種
検
診

申
込
書
」
を
配
布
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

市
の
各
種
検
診
の
申
込
み
を
受
け
る

と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
健
康
診
断
の

受
診
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
受
診
希
望
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
３
月
７
日
f
ま
で
に
、
嘱
託

員
な
ど
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
に
重
点
を
置
い
た
『
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
』
を
実
施
し
ま

す
。
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
（
国

保
、
健
康
保
険
組
合
な
ど
）
か
ら
、

受
診
券
が
配
布
さ
れ
、
受
診
日
時
・

会
場
・
自
己
負
担
な
ど
の
受
診
方
法

が
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
今
回
の
健
康

診
査
（
住
民
健
診
）
に
申
し
込
む
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
記
入
さ
れ
て
い

る
受
診
方
法
に
従
っ
て
、
適
切
に
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
16
歳
〜
39
歳
の
人
、
及
び
75
歳
以

上
の
人

お
お
む
ね
こ
れ
ま
で
通
り
で
す
。

健
康
診
査
を
希
望
す
る
人
は
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

新
年
度
か
ら
住
民
健
診
を
受
け
な

く
て
も
、
前
立
腺
が
ん
検
診
だ
け
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
50
歳
以
上
の
男
性
で
希
望
す

る
人
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
の
が
ん
検
診
は
変
わ
り

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
ま
で
ど
お

り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

各
種
検
診
の
詳
し
い
内
容
や
記
入

方
法
は
、
申
込
書
に
同
封
さ
れ
て
い

る
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
分
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、

年
に
１
回
は
必
ず
健
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

対　象

40歳～74歳

16歳～39歳

75歳以上

健診の種類　実施方法

特定健診

加入している医療保険者（国保、
健康保険組合、共済組合など）
が実施します。

住民健診（健康診査）

市が健康診査を実施します。

新
年
度
の
各
種
検
診

申
込
書
を
配
布
し
ま
す

健
康
診
査
（
住
民
健
診
）

の
申
し
込
み
方
法
が
変
わ

り
ま
す

前
立
腺
が
ん
検
診
の
み
で

受
け
ら
れ
ま
す

各
種
検
診
の
申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す

32

問合せ
健康支援課成人保健係
TEL757-9764

我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係1757-3112（内線214）まで

金子　晶子 さん

1980年生

カネコ工業㈱勤務

韓国で日本の文化を伝えたい　

先月の高橋雄太さんからバトンタッチ。

32

専
門
学
校
を
出
て
か
ら
東
京
の
ホ
テ
ル
に
勤
め
ま

し
た
。
お
客
さ
ん
は
７
割
が
外
国
人
。
英
語
圏
の
人

が
ほ
と
ん
ど
で
正
直
言
っ
て
会
話
に
は
苦
労
し
ま
し

た
。
２
年
間
勤
め
た
ん
で
す
が
、
な
ぜ
か
韓
国
に
興

味
を
持
っ
て
、
次
の
年
に
は
仕
事
を
辞
め
て
韓
国
に

留
学
し
て
ま
し
た
。
読
み
書
き
が
で
き
る
程
度
で
行

っ
た
の
で
始
め
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
で
も
身
振
り

手
振
り
で
な
ん
と
か
伝
わ
る
も
の
な
ん
で
す
ね
。
現

地
で
友
だ
ち
を
作
っ
て
か
ら
は
、
自
然
と
会
話
が
学

習
で
き
ま
し
た
。
食
事
は
予
想
ど
お
り
辛
い
も
の
が

多
い
。
何
が
な
く
て
も
キ
ム
チ
は
あ
り
ま
し
た（
笑
）。

一
番
困
っ
た
の
は
電
話
で
宅
配
を
頼
ん
だ
と
き
。
ジ

ェ
ス
チ
ュ
ア
が
で
き
な
い
か
ら
言
い
た
い
こ
と
が
な

か
な
か
伝
わ
ら
な
く
て
ほ
ん
と
大
変
で
し
た
。

縁
あ
っ
て
、
６
月
に
韓
国
に
永
久
就
職
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
済チ
ェ

州ジ
ュ

島
に
住
み
ま
す
。
で
き
れ
ば
、

ま
た
ホ
テ
ル
で
仕
事
を
し
な
が
ら
日
本
人
の
友
だ
ち

を
作
っ
て
、
韓
国
の
人
た
ち
に
日
本
の
文
化
を
教
え

て
あ
げ
ら
れ
た
ら
な
い
い
ぁ
と
思
い
ま
す
。

うぶすなの家　ひなまつり

冬
」�

●

日　時：３月15日G～16日A 10時～16時

会　場：うぶすなの家（願入）

⑤

「
越
後
妻
有

２
０
０
８

冬
」
の
紹
介
も
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

最
後
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
第
３
回
大
地
の
芸
術
祭
で
大
人
気
と
な
り
、

会
期
後
も
人
気
の
空
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
品
と
な
っ
て
い
る
「
う
ぶ
す

な
の
家
」
を
利
用
し
た
催
し
で
す
。
い
つ
も
と
は
少
し
し
つ
ら
え
を
変

え
、
お
ひ
な
様
仕
様
と
な
っ
た
う
ぶ
す
な
の
家
。
懐
か
し
さ
を
感
じ
な

が
ら
、
春
が
待
ち
遠
し
い
冬
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

冬
期
間
に
う
ぶ
す
な
の
家
が
公
開
さ
れ
る
唯
一
の
機
会
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

日本を代表する陶芸家たちの焼物によって彩られたうぶすなの

家。まだまだ雪深いうぶすなの家で、少し遅いささやかなひなま

つりを行います。市内で集められた大正７年のひな人形が展示さ

れた空間で、冬の「うぶすなの家」を楽しめます。お菓子と温か

いお飲み物を用意しています。（食事の提供はありません）

※なお、「大人のための『妻有でアートな雛祭り』ツアー」は、

定員に達したため申込を終了しました。

◆入館料：

500円

（お菓子付き）

〜
向
き
合
お
う
　
自
分
の
体
　
自
分
の
生
活
〜

①
40
歳
〜
74
歳
の
人

新
年
度
か
ら
は
、
生
活
習
慣
病
の

まつだい農舞台事務局　1595－6310
観光交流課芸術祭推進室　1757－2637

問合せ
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２月３日aの節分の日に、上野小学校で巨大恵方巻き作り

が行われました。これは、上野地区子どもを育む会（渡貫文

人会長）が、自分たちの学校で取れた米で恵方巻きを作って

食べようと計画したもので、上野地区の幼児や小学生、保護

者など約80人が参加しました。６升４合の酢飯に、マグロや

卵焼きなどを入れ、リーダーのかけ声とともに慎重な手つき

で巻いていくと、2008年にちなんだ20.08mの長さの恵方巻

きが完成しました。この日参加した富井涼音ちゃん（５歳）

は、「のり巻きを作るのは初め

て。ちょっと難しかったけど

じょうずに巻けてよかったで

す」と話していました。

恵
え

方
ほう

巻きで福を呼ぼう！

今年も妻有演劇まつりで熱演！

雪
ま
つ
り
の
成
功
を
祈
っ
て

tokamachi topics

１月26日g・27日aの両日、NPO法人中越防災フロンテ

ィアの主催による越後雪かき道場が池谷地区で開催され、県

内外から27人が参加しました。これは、雪かきの基礎を学ぶ

初級コースと、屋根雪除雪の技術を学ぶ中級コースを受講し、

その後かんじきをはいてコシキやスコップ、スノーダンプを

使って集落の住民とともに屋根の除雪を体験するものです。

名古屋市から参加した伊藤庸子さんは、「なんだか揺れてい

るようで怖いですね」と話していましたが、数時間後には除

雪作業もスムーズに。このほか、雪下ろし中の事故を防止す

るための命綱の装着実演なども行われました。

１
月
29
日
c
、
市
博
物
館
で
防
災
・
消
火
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
火
災
通
報
、
避
難
誘
導
、

国
宝
・
文
化
財
の
搬
出
訓
練
の
ほ
か
、
消
火
・

放
水
訓
練
、
は
し
ご
車
に
よ
る
救
出
訓
練
な
ど

を
実
戦
さ
な
が
ら
の
緊
張
感
の
中
で
実
施
。
な

か
で
も
見
学
者
の
避
難
誘
導
で
は
、
誘
導
役
の

職
員
が
大
き
な
声
と
身
ぶ
り
で
館
内
に
と
り
残

さ
れ
た
見
学
者
（
想
定
）
を
引
率
・
避
難
さ
せ

ま
し
た
。
十
日
町
地
域
消
防
本
部
吉
澤
勇
予
防

課
長
は
、
「
放
送
も
消
火
動
作
も
き
び
き
び
し

て
良
か
っ
た
。
毎
日
の
火
元
点
検
と
さ
ら
に
大

き
な
声
出
し
を
願
い
た
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

越後雪かき道場2008

人
と
文
化
財
を
守
る
防
災
訓
練

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3112内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

今年で６回目となる妻有演劇まつりが、１月26日g、27日aの２

日間市民会館で開催されました。毎年この時期に十日町市演劇協会の

主催で行われているもので、今年は社会人１団体と高校演劇部４校が

参加しました。演目は、高校生の部では、26日が十日町高校演劇部

「桜の木の幻」、三条東高校演劇部「はなむけは似合わない」、27日に

は、小千谷高校演劇部「サンタの掟」、六日町高校「白犬伝」が上演

されたほか、地元演劇団体劇団御の字による「雑貨店うずら日記」、

同新人劇団員による特別公演「アトム」が両日ともに上演されました。

会場には２日間合わせて、約200人が訪れ、高校生や劇団御の字の迫

力ある演技に、大きな拍手が送られていました。

上石巌杯クロスカントリースキーで熱戦！

１月27日a、第22回上石巌杯争奪十日町市松代クロスカントリー

スキー選手権大会が松代グラウンドで開催され、上・中越の小・中学

校やスキーチームから414人が参加しました。雪が降り続くあいにく

の天候でしたが、選手たちには大勢の観客から盛んに声援が送られ、

全員が完走を果たしました。各競技の優勝者は次のとおりです。

◆中学男子１年：酒井正善（吉田中）◆中学男子２・３年：佐藤了（松

之山中）◆中学女子１年：岩澤実里（吉田中）◆中学女子２・３年：

水落さやか（吉田中）◆小学男子４年：永井海斗（矢代小）◆小学男

子５・６年：春日耀介（吉田小）◆小学女子４年：大熊百合菜（吉田

小）◆小学女子５・６年：齋木愛里紗（鐙島小）

第
59
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
開
催
に
向
け
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル

会
場
と
な
る
城
ヶ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
に
は
、
１

月
下
旬
か
ら
市
道
排
雪
も
兼
ね
て
ダ
ン
プ
カ
ー

２
、
２
５
０
台
の
雪
が
運
搬
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ

や
会
場
制
作
の
た
め
の
準
備
は
万
端
。
２
月
２

日
g
に
は
、
作
業
に
携
わ
る
新
潟
県
建
設
業
協

会
十
日
町
支
部
青
年
部
会
員
や
十
日
町
織
物
工

業
協
同
組
合
青
年
部
会
員
な
ど
が
参
列
し
、
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
後
、ス
テ
ー
ジ

の
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
平
安
京
・
大
内
裏
の
制
作

に
向
け
て
、
本
格
的
な
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
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県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
３
連
覇
！

市
報
と
お
か
ま
ち
「
だ
ん
だ
ん
」
は
、
次
の

と
お
り
平
成
19
年
度
新
潟
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

広
報
紙
の
部
で
、
一
昨
年
・
昨
年
に
続
き
３
年

連
続
県
知
事
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
人
た
ち

の
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご

指
導
・
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
広
報
紙
の
部：

知
事
賞
（
平
成
19
年
12
月
10

日
号
）

●
広
報
写
真
　
１
枚
写
真
の
部：

入
選
（
平
成

19
年
１
月
25
日
号
表
紙
）
組
み
写
真
の
部：

入
選
（
平
成
19
年
１
月
25
日
号
Ｐ
２
〜
３
）
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■住宅ローン控除の申告をしてください

国から地方への税源移譲に伴い、19年分以降の所得

税が減少しています。11年から18年12月末日までに

入居した人で、19年分以降の減少した所得税から、

税源移譲前の額と同様な住宅ローン控除を控除しきれ

ない場合は、市・県民税「住宅ローン控除申告書」を

提出することにより、市・県民税からこの控除しきれ

ない額が控除されます。

◎対象者１：給与所得者で年末調整のみで

確定申告の必要がない人

住宅ローン控除申告書に源泉徴収票を添付し、市役

◎十日町地域：十日町保健センター（市役所となり）

◎川 西 地 域：地域活性化センター（川西支所となり）

◎中里・松代・松之山地域：各支所

申告相談会場
※今回から、十日町・川西地
域の申告会場は、左記に変
わります。

今回は「十日町市・中魚沼地域（栄村の一部を含む）

における医療内容等の把握・分析」をテーマに、十日

町医療圏の年齢階層別人口や傷病分類別入院・外来患

者数、将来潜在患者推計、医療施設機能の状況、救急

医療患者搬送先、人口透析実施状況などの調査結果に

基づいて検討が行われました。

次回は「十日町病院・松代病院の医療機能の把握・

分析」をテーマに開催される予定です。

検討会をはじめ地域医療に関する事項について市の

ホームページでもお知らせしますので、

市ホームページ → 医療・保健・福祉 → 地域医療

をご覧ください。

所・各支所へ提出してください。申告書は市役所に配

置しています。

◎対象者２：営業や農業などを営んでいる人や

給与所得者で確定申告をする人

確定申告書とともに住宅ローン控除申告書を税務署

に提出してください。この申告書は、税務署と市役所

に配置しています。

●問合せ　税務課市民税係　1757-3716

２月18日b～から３月17日bまで、市・県民税の申告相談が行われます。申告相談は、

大変混み合うことが予想されますので、事前に書類を準備してお出かけください（営業・農

業など事業を営んでいる人は、収入や必要経費がわかる帳簿や領収書、それに基づいて作成

した収支内訳書などが必要になります）。なお、「市・県民税申告書」の用紙は、市役所本庁

税務課、本町分庁舎、各支所市民生活課、下条・水沢・吉田地区公民館に配置してあります。

●問合せ　健康支援課十日町病院建設推進室
1757-3187（内線128）

第２回十日町病院等の医療提供体制
に関する検討会が行われました
第２回十日町病院等の医療提供体制
に関する検討会が行われました

申告の準備はお済みですか？申告の準備はお済みですか？

１月22日c、十日町病院と松代病院のあり方などについて、専門的な立場やさまざまな観

点から検討する「十日町病院等の医療提供体制に関する検討会」（伊藤正一座長）の第２回の

会合が、県十日町地域振興局で開催されました。

中
越
大
震
災
十
日
町
市
記
録
集

「
あ
し
た
へ
」の
発
行
を
記
念
し
て
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
●
日
時
＝
２

月
23
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
●
会
場
＝
千
年
の
森
ホ
ー
ル
●
入

場
料
＝
無
料
●
内
容
＝
講
演
「
な
ぜ

新
潟
に
地
震
が
起
き
る
の
か
〜
ど
う

し
て
河
岸
段
丘
は
で
き
た
の
か
〜
」

●
講
師
＝
卜う
ら

部べ

厚
志
氏
（
新
潟
大
学

災
害
復
興
科
学
セ
ン
タ
ー
防
災
部
門

准
教
授
）
●
問
合
せ
＝
総
務
課
広
報

広
聴
係
（
内
線
２
１
３
）

寄
付
を
財
源
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
先
進
的
な
条
例
を
学
び
ま
す
。
●

日
時
＝
２
月
25
日
b
午
後
３
時
〜
５

時
●
会
場
＝
千
年
の
森
ホ
ー
ル
●
入

場
料
＝
無
料
●
内
容
＝
講
演
「
寄
付

に
よ
る
投
票
条
例
で
ま
ち
づ
く
り

を
！
〜
補
助
金
で
は
な
い
地
域
活
性

化
策
〜
」
●
講
師
＝
渡
辺
清
氏
（
寄

付
市
場
協
会
会
長
）
●
問
合
せ
＝
財

政
課
財
政
係
（
内
線
２
２
７
）

各
地
域
で
活
動
し
た
「
は
ぐ
く
み

の
ま
ち
づ
く
り
運
動
」
の
内
容
・
成

果
の
発
表
会
で
す
。
●
日
時
＝
２
月

29
日
f
午
後
７
時
〜
●
会
場
＝
千
年

の
森
ホ
ー
ル
●
入
場
料
＝
無
料
●
内

容
＝
南
・
中
条
・
松
之
山
中
学
校
区
、

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
取
り
組
み
発
表

な
ど
●
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
1

７
５
７
│
８
９
１
８
）

農
家
の
ス
ー
パ
ー
お
母
さ
ん
が
地

場
産
農
産
物
の
手
作
り
加
工
を
教
え

ま
す
。
●
講
師
＝
農
村
地
域
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
か
た
く
り
の
会
●
持
ち

物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
２
月
18
日
b
ま
で
に

農
林
課
農
業
企
画
係
（
内
線
２
４
６
）

【
手
づ
く
り
み
そ
】
●
日
時
＝
３
月

１
日
g
午
前
９
時
〜
正
午
●
会
場
＝

Ｊ
Ａ
十
日
町
四
季
彩
館
エ
プ
ロ
ン
●

参
加
費
＝
２
、
５
０
０
円
※
み
そ
５

㎏
持
ち
帰
り
●
定
員
＝
先
着
20
人

【
笹
団
子
づ
く
り
】
●
日
時
＝
３
月

15
日
g
午
前
９
時
〜
正
午
●
会
場
＝

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
参
加
費
＝

１
、
０
０
０
円
※
団
子
10
個
程
度
持

ち
帰
り
●
定
員
＝
先
着
12
人

「
直
江
兼
続
と
そ
の
時
代
」
を
テ

ー
マ
に
講
話
を
行
い
ま
す
。
●
日
時

＝
３
月
８
日
g
午
後
２
時
〜
３
時
30

分
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝
無

料
●
定
員
＝
80
人
※
申
込
み
多
数
の

場
合
抽
選
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
1
７
５
７
│
８
９
１
８
）

独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供

す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。
●
日
時
＝

３
月
９
日
a
午
後
１
時
〜
●
会
場
＝

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象
＝
45
歳
ま
で
の
独
身
者
※
男

性
は
原
則
市
内
在
住
者
●
参
加
費
＝

２
、
０
０
０
円
●
定
員
＝
男
女
各
先

着
20
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月

25
日
b
ま
で
に
総
合
政
策
課
自
治
振

興
係
（
内
線
２
３
５
）

田
川
・
晒
川
ダ
ム
の
整
備
計
画
に

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
生
か
す
た

め
の
説
明
会
で
す
。
●
日
時
＝
２
月

19
日
c
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
●
会

場
＝
東
部
会
館
●
問
合
せ
＝
十
日
町

地
域
振
興
局
地
域
整
備
部
計
画
調
整

課
（
1
７
５
７
│
５
４
０
８
）

●
日
時
＝
２
月
29
日
f
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
●
会
場
＝
千
年
の
森

は
ぐ
く
み
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
２
弾

活
動
発
表
会

県
立
歴
史
博
物
館
出
前
講
座

先
進
地
に
学
ぶ

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

記
録
集
発
行
記
念
講
演
会

な
ぜ
新
潟
に
地
震
が
起
き
る
の
か

結
婚
促
進
事
業

ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ
ー

３月12日d

２

3

１

３月５日d

２月28日e

テ　ー　マ回 期　日

開講式
子どもの発達とかかわり方

子どもに対しての
応急手当

子どもの食生活
閉講式

保育ヘルパー育成セミナー�保育ヘルパー育成セミナー�

講演会や催しに参加したいのに、子どもを預けることができず、あきらめてい

る子育て中の人がたくさんいます。そんな人たちが心置きなく活動できるように

保育のお手伝いをするのが「保育ヘルパー」です。

セミナーでは、子どもたちを預かるときに知っておきたい基礎知識を学びます。

■会　場＝中央公民館

■時　間＝午前９時30分～11時30分

※３月５日dは午前９時～正午まで

■対　象＝市内在住で保育ヘルパーとして

活動したい人（年齢性別不問）

■受講料＝無　料 ■定　員＝先着30人

■その他＝資格取得や就職のあっせんはで

きません

手
づ
く
り
み
そ
・

笹
団
子
づ
く
り
講
習
会

信
濃
川
上
流
圏
域
河
川
整
備

計
画
（
原
案
）
住
民
説
明
会

■申込み・問合せ＝２月21日eまでに、電話・ファックス・はがきのいずれかで、①氏名

②住所③生年月日④電話番号を福祉課子育て支援係（〒948-8501 十日町市千歳町３－３

1 757－9169 FAX  757－3800）

環
境
保
全
型
農
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
住
む

里
づ
く
り
に
学
ぶ

申告の準備はお済みですか？



ホ
ー
ル
●
入
場
料
＝
無
料
●
内
容
＝

講
演
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
育
む
農
業
の

取
組
〜
自
然
と
人
間
が
共
生
す
る
里

山
環
境
づ
く
り
〜
」、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
今
後
の
十
日
町
地

域
に
お
け
る
環
境
保
全
型
農
業
の
推

進
」
ほ
か
●
講
師
＝
畷
悦
喜
氏
（
兵

庫
県
豊
岡
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
営
農

組
合
）
●
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
振

興
局
農
業
振
興
部
普
及
課
（
1
７
５

７
│
５
５
１
６
）

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
幼

児
や
小
・
中
・
高
校
生
大
歓
迎
で
す
。

●
日
時
＝
２
月
23
日
g
午
後
１
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
受
付
12
時
30
分
〜
）

●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
参
加
費
＝
５

０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）
●
申

込
み
＝
２
月
19
日
c
ま
で
に
市
内
各

公
民
館
・
情
報
館
・
ク
ロ
ス
10
・
本

町
分
庁
舎
ほ
か
※
当
日
申
込
み
も
可

●
問
合
せ
＝
百
人
一
首
「
万
葉
の
会
」

事
務
局
（
北
越
保
育
園
内
1
７
５
７

│
３
８
６
０
）

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
●

日
時
＝
２
月
28
日
e
午
前
10
時
30
分

〜
●
会
場
＝
加
賀
書
院
（
市
役
所
通

り
）
●
参
加
費
＝
無
料
●
問
合
せ
＝

加
賀
書
院
（
1
７
５
２
│
２
１
１
４
）

20
年
４
月
１
日
付
け
の
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
●
募
集
人
数
＝
１

人
●
応
募
資
格
＝
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心

が
あ
り
活
発
で
健
康
な
人
●
業
務
内

容
＝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
助
手
●
勤
務
時
間
＝
週
40
時

間
（
夜
間
勤
務
あ
り
）
●
日
給
＝
６
、

７
８
０
円
（
有
資
格
者
７
、
２
６
０

円
）
●
試
験
＝
面
接
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
３
月
７
日
f
ま
で
に
、
履
歴

書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
1
７
５
２

│
４
３
７
７
）
へ
提
出

●
対
象
施
設
・
管
理
期
間
＝
①
陸
上

競
技
場
（
笹
山
野
球
場
・
市
民
ス
ポ

ー
ツ
ハ
ウ
ス
含
む
）
‥
20
年
４
月
１

日
〜
21
年
３
月
31
日
（
12
月
〜
３
月

は
週
１
回
程
度
）
②
総
合
公
園
‥
20

年
４
月
１
日
〜
11
月
30
日
●
募
集
人

数
＝
各
１
人
●
応
募
資
格
＝
自
動
車

免
許
を
有
し
、
屋
外
作
業
の
で
き
る

健
康
な
人
●
業
務
内
容
＝
開
閉
時
の

施
錠
及
び
見
回
り
、
利
用
料
金
の
徴

収
・
管
理
、
草
刈
り
な
ど
の
屋
外
作

業
●
勤
務
時
間
＝
①
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
７
時
（
輪
番
制
）
②
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
・
午
後
５

時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分
（
輪
番
制
）

●
時
給
＝
昼
間
８
０
０
円
、
夜
間
１
、

０
０
０
円
●
試
験
＝
面
接
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
３
月
７
日
f
ま
で
に
、

履
歴
書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
1
７

５
２
│
４
３
７
７
）
へ
提
出

看
護
師
な
ど
の
養
成
施
設
に
在
学

す
る
人
に
対
し
、
無
利
息
で
修
学
資

金
を
貸
与
し
ま
す
。
●
対
象
者
＝
看

護
師
・
准
看
護
師
・
保
健
師
・
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
の
養
成
施
設

に
進
学
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
人
で
、

将
来
、
市
内
で
そ
の
業
務
に
従
事
し

よ
う
と
す
る
人
（
市
教
育
委
員
会
の

奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
人
に
限
る
）

●
貸
与
月
額
＝
２
５
、
０
０
０
円
●

提
出
書
類
＝
①
貸
与
申
請
書
②
成
績

証
明
書
③
健
康
診
断
書
④
保
証
人
と

な
る
人
の
保
証
書
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
健
康
支
援
課
地
域
医
療
係
（
内

線
１
２
７
）

●
募
集
人
数
＝
若
干
名
●
採
用
条
件

＝
満
58
〜
64
歳
の
人
●
任
用
期
間
＝

原
則
と
し
て
１
年
●
勤
務
先
＝
サ
ン

ク
ロ
ス
十
日
町
な
ど
●
選
考
＝
書
類

審
査
な
ど
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３

月
３
日
b
ま
で
に
、
履
歴
書
を
十
日

町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
1
７
５
８
│
４
８
０
９
）

Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
第
１

節
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
対
浦
和
レ
ッ

ズ
の
試
合
を
観
戦
し
ま
せ
ん
か
。
●

日
時
＝
３
月
８
日
g
午
後
２
時
試
合

協力店（者）を募集します。皆さんの応募をお待ちしています。

●設置範囲・対象施設＝市内全域の各種店舗・会社や公共（的）施設、個人宅

●観光客へのサービス内容＝①トイレの無料使用②観光パンフレットなどの配置③観

光客への休憩スペース提供（どれか１つでも可）

●加入要件＝①対象施設が市内に位置している②加盟表示のステッカーやのぼりを対

象施設に設置する

●実施日＝20年４月１日c～

●募集期間＝20年２月12日c～３月13日e（以降随時受付）

●申込み・問合せ＝市観光協会（1757-3345  FAX757-5150）

※申込み用紙は各観光協会、市役所本庁・各支所、本町分庁舎、十日町商工会議所な

どに配置。観光協会ホームページ（http://www.tokamachikankou.jp/）からも

ダウンロードできます

訪れた皆さんを市民の「おもてなしの心」で歓

迎し、楽しく快適に過ごしてもらうとともに、十

日町市の魅力を積極的に発信するため、この駅の

市報12月25日号などで「観光の駅」のネーミ
ングを募集したところ、68点の応募がありました。
審査の結果、駅の名称は『お立寄り処「ホッとひ
と駅」』（新潟市高橋明さん）に決まりました。

市報とおかまち『だんだん』平成20年2月10日号19 市報とおかまち『だんだん』平成20年2月10日号 18

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

開
始
●
会
場
＝
横
浜
日
産
ス
タ
ジ
ア

ム
（
横
浜
市
）
※
ホ
ー
ム
側
自
由
席

●
参
加
費
＝
大
人
４
、
５
０
０
円
、

小
学
生
以
下
３
、
５
０
０
円
（
バ

ス
・
チ
ケ
ッ
ト
・
保
険
代
込
み
）
●

定
員
＝
先
着
30
人
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
２
月
29
日
f
ま
で
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
参
加
費

を
ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ
活
用
事
業
実

行
委
員
会
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
1

７
５
２
│
４
３
７
７
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
２

│
４
３
７
５
）

【
桂
ス
キ
ー
場
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
】

●
日
時
＝
２
月
23
日
g
午
前
８
時
受

付
開
始
●
会
場
＝
中
条
桂
ス
キ
ー
場

●
参
加
費
＝
小
学
生
以
上
５
０
０
円
、

幼
児
３
０
０
円
●
申
込
み
期
間
＝
２

月
13
日
d
〜
19
日
c

【
グ
レ
ス
デ
ン
カ
ッ
プ
中
峰
ス
キ
ー

場
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
】
●
日
時
＝
３

月
９
日
a
午
前
８
時
受
付
開
始
●
会

場
＝
中
峰
ス
キ
ー
場
●
参
加
費
＝
小

学
生
以
上
１
、
５
０
０
円
（
下
条
地

区
の
人
・
シ
ー
ズ
ン
券
を
持
っ
て
い

る
人
は
１
、
０
０
０
円
）、
幼
児
５
０

０
円
（
リ
フ
ト
代
込
み
、
保
険
は
各

自
で
対
応
）
●
申
込
み
期
間
＝
２
月

26
日
c
〜
３
月
４
日
c

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
参
加
費
を
添

え
て
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
本
部

（
ホ
ン
マ
科
学
㈱
内
1
７
５
７
│
２

４
９
３
）
※
両
大
会
と
も
当
日
申
込

み
可
（
当
日
午
前
８
時
50
分
ま
で
）

今
年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
申

請
は
、
２
月
20
日
d
で
締
め
切
り
ま

す
。
来
年
度
の
申
請
書
は
、
市
報
２

月
25
日
号
と
い
っ
し
ょ
に
配
布
し
ま

す
。
●
問
合
せ
＝
介
護
国
保
課
国
保

係
（
内
線
１
６
４
）

市
内
小
・
中
学
校
（
指
定
校
）
の

体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
主
に

夜
の
時
間
帯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め

に
開
放
し
ま
す
。
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
1
７
５
２

│
４
３
７
７
）ま
た
は
川
西
・
中
里
・

松
代
・
松
之
山
公
民
館

複
数
の
借
入
れ
を
行
っ
て
返
済
が

困
難
な
状
態
に
陥
っ
た
場
合
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
法
律
専
門
家
の
弁
護
士

や
司
法
書
士
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
本
庁
で
も
毎

月
１
回
無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
多
重
債
務
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
1
０

２
５
│
２
２
５
│
９
３
３
３
）
●
問

合
せ
＝
市
民
生
活
課
環
境
政
策
室
生

活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）

カ
モ
シ
カ
は
昭
和
30
年
に
特
別
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
、
文
化
財
保

護
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
モ
シ
カ
が
衰
弱
・
死
亡
し
た
り
、

食
害
な
ど
を
起
こ
し
た
り
し
た
場
合

は
文
化
庁
へ
の
報
告
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
発
見
し
た
と
き
は
、

教
育
委
員
会
文
化
財
課
ま
で
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
●
連
絡
・
問
合
せ

＝
文
化
財
課
（
博
物
館
内
1
７
５
７

│
５
５
３
１
）

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
必
ず
残
っ
た
灯

油
と
電
池
を
抜
い
て
「
鉄
・
ア
ル
ミ

類
」
の
日
に
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
ケ

ー
ス
ご
と
「
埋
立
て
ご
み
」
の
日
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
キ
ー
な
ど
指

定
袋
に
入
ら
な
い
も
の
は
、
大
の
指

定
袋
を
巻
き
付
け
る
な
ど
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。
エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
自
己
搬
入
す
る
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
燃
や
す
ご
み
・
埋
立
ご

み
・
資
源
ご
み
に
分
別
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
自
己
搬
入
は
重
量
に
応

じ
て
別
料
金
と
な
り
ま
す
の
で
、
指

定
袋
に
入
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
＝
環
境
衛
生
課
（
1
７
５

２
│
３
９
２
４
）

市
内
ス
キ
ー
場
ス
ラ
ロ
ー

ム
大
会
出
場
者
募
集

●地域福祉基金へ＝j澤フサイ

（寿町４）

●情報館へ＝高橋一郎（城之古

１）村山雅子（高田町３西）柳

照雄（高田町３東）鈴木直子

（新潟市）渡辺美緒子（三重県

四日市市）桑原尚子（埼玉県

さいたま市）広野照海（東京

都東村山市）京馬伸子（神奈

川県横浜市）府中市立図書館

（東京都府中市）㈱日本写真

企画（東京都中央区）7ロー

ムミュージックファンデーシ

ョン（京都府京都市）

●博物館へ＝樋熊秀一（中条上

町）

10月25日届出分まで（敬称略）

寄付ありがとう寄付ありがとう

市
屋
外
体
育
施
設

管
理
人
募
集

▼
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
熊
本
ま
で
、
全
国

45
の
都
道
府
県
か
ら
選
手
が
参
加
し
て
地
元

開
催
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
ス
キ
ー
大
会
は
行

わ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
ト
ッ
プ
選
手
と
参
加

す
る
こ
と
が
目
的
の
選
手
に
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
実
力
差
は
あ
り
ま
す
。
で
も
、
ひ

た
む
き
さ
、
さ
わ
や
か
さ
は
同
じ
。
全
力
を

出
し
切
る
姿
は
感
動
的
で
す
。
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
観
戦
の
魅
力
は
、
そ
う
し
た

選
手
の
姿
を
、
息
遣
い
や
全
身
の
動
き
と
と

も
に
間
近
に
実
感
・
共
感
で
き
る
こ
と
。
声

援
に
も
自
然
と
力
が
入
り
ま
す
。

▼
選
手
や
監
督
・
コ
ー
チ
、
保
護
者
な
ど
を

合
わ
せ
る
と
、
約
３
、
０
０
０
人
の
人
た
ち

が
当
地
に
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
競
技
や
交
流
、

観
光
を
楽
し
ん
だ
も
の

と
思
い
ま
す
。
来
年

は
い
よ
い
よ
国
体
。

も
て
な
し
の
心
で
の

ぞ
み
ま
し
ょ
う
。

▼
も
う
す
ぐ
十
日
町
雪
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
が
雪
像

ス
テ
ー
ジ
。
今
年
の
モ
チ
ー
フ
は
平
安
京
の

大
内
裏
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
昨
年
の
イ
タ

リ
ア
の
大
聖
堂
と
は
ま
た
違
う
雰
囲
気
の
ス

テ
ー
ジ
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
れ
に
見
る
少

雪
だ
っ
た
昨
年
は
、
１
、
５
０
０
台
も
の
ダ

ン
プ
カ
ー
で
雪
を
運
ん
で
大
聖
堂
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
年
は
そ
れ
を
上
回

る
２
、
２
５
０
台
。
雪
が
少
な
い
状
態
に
慣

れ
つ
つ
あ
る
の
か
、
去
年
ほ
ど
少
雪
と
は
感

じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
。
除
雪

や
屋
根
の
雪
掘
り
に
苦
労
す
る
の
で
、
一
昨

年
の
よ
う
な
豪
雪
は
歓
迎
で
き
ま
せ
ん
が
、

ダ
ン
プ
２
、
０
０
０
台
で
運
ば
な
く
て
も
済

む
く
ら
い
に
は
積
も

っ
て
い
た
ほ
う
が
雪

国
ら
し
く
て
良
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

修
学
資
金
貸
与
者
募
集

市
総
合
体
育
館

臨
時
職
員
募
集

市
施
設
管
理
者
募
集

人
間
ド
ッ
ク
締
切
り
ま
す

20
年
度
学
校
体
育
施
設

開
放
事
業
利
用
申
込
み

多
重
債
務
問
題
の
解
決
は

「
相
談
」
か
ら

特
別
天
然
記
念
物
カ
モ
シ

カ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

ご
み
の
分
別
と
出
し
方
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

百
人
一
首
を
楽
し
む
会

十
日
町
お
や
こ
劇
場

絵
本
の
勉
強
会
「
く
ら
べ
読
み
」

横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス

応
援
ツ
ア
ー

（五）（わ）
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ど
う
ぶ
つ
大
す
き

友だちといっしょに猫に乗って散歩をしているところです。切ったりちぎったりした紙で猫や草を作るのは難しかったけど、上手にできました。

庭野真友香さん（１年）

楽
し
い
ね
こ
お
し
ろ

わたしは猫が大
好きなので、猫

のお

城を作りました
。窓をいっぱい

つけて

にぎやかにしま
した。いつかち

っちゃ

くてかわいい猫
を飼ってみたい

です。

阿部七海さん（
２年）

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
つ
み

わたしの将来の夢は、ペットショッ
プをやることです。何匹も作るのは大
変だったけど、こんな風に大好きな犬
や猫がたくさんいるお店がいいな。

林　夏海さん（３年）

涙
が
出
た
カ
レ
ー

自然教室で夕食
にカレーを作り

ました。

煙が目にしみて
痛かったけど、

みんなで

作ったので楽し
かったです。レ

ンガの色

を少しずつ変え
て工夫をしまし

た。

春日智昭さん（
５年）

６
年
間
通
っ
た
学
校

立体的に見えるように工夫しました。細かい部分は難しかったけど、うさぎ小屋がうまく描けました。学校には６年間の思い出がたくさん詰まっています。

若井雪乃さん（６年）

市民の動き

西
小
学
校

32

いただきまーす
ムシャムシャムシャ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
終
わ
っ
た
後
に

お
肉
を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
を
彫
り

ま
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
１
位

に
な
り
ま
し
た
！
頑
張
っ
た
後
の
お

肉
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

高
橋
佑
太
さ
ん
（
４
年
）

■人　口 61,977人（－32） 男 30,332人（－11） 女 31,645人（－21）
■世帯数 19,934世帯（－1） 1月末現在（ ）は前月からの増減

なな み

ま ゆ か

なつ み

ともあき

ゆき の

ゆ
う

た


	表紙　必勝の走り
	特集　ようこそ！インターハイ ①
	スキー王国 十日町！！
	全国大会に47選手が出場！！
	自立と協働〜地域協議会から〜（９）
	表彰
	「後期高齢者医療制度」シリーズ№７ 保険証について
	十日町市介護保険運営協議会の委員を募集します
	十日町市スポーツ振興基本計画（案）のパブリックコメントを募集します
	十日町市男女共同参画基本計画（案）のパブリックコメントを募集します
	地域の風〜支所からのたより〜（松之山・川西）
	ときめきネットワーク
	大地の芸術祭冬季プログラム「越後妻有2008冬」⑤
	あいどるきゃっち
	元気予報 〜各種検診の申し込みが始まります〜
	まちの話題  タウン・トピックス
	上石厳杯クロスカントリースキーで熱戦！
	越後雪かき道場2008
	人と文化財を守る防災訓練
	雪まつりの成功を祈って
	今年も妻有演劇まつりで熱演！
	恵方巻きで福を呼ぼう！

	市役所フォ〜カス「県広報コンクール３連覇！」
	第２回十日町病院等の医療提供体制に関する検討会が行われました
	申告の準備はお済みですか？
	お知らせ・ガイド
	保育ヘルパー育成セミナー
	『お立寄り処「ホッとひと駅」』の協力店（者）を募集します！
	寄付ありがとう

	ジュニア芸術祭　西小学校

